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品刷会い 綱集 中け がt1.. r~ t ~ '('I!i!>:O ( 醐 刊 け ら れ 剛

で明るい・らしがで@るよ令つ〈られ民制度です.

制。住んで、喝入で酬の医師険l細入Lているλとその後

..5"'A{>蛸岨岬?ても、仙酬の入ばすべて嗣剛

健険。細入しなければゐり..ん.

嗣，う叫削S忘れずに酎幽てくだ叫〈わし〈岬間

保険理~

とん担， • 必署 む の

且市区町Hから転入Lτ・I::./;' 町瞳‘岨市区町阿骨転出匝明盲

届吋出..，畠と

Ee人z 輔@剛健・H 杭 u 郎橿‘職場申値.雌量をや時克直明書 圃.，こ圃田&Mλ量町tLU'リ己E負nぱ 1l../H'咽ι届申梶.量" 

.掴骨恒.曜圏圃申曽肱曹帽bo';IJ~ 耳国E ・明・ー骨量置骨院町臨抗...ら岨f 出出E量遅量晶 、・a自 ""いた骨にそ

nl:t. 甚 固担とt.r..t:;唖‘
凪止 科もさか ー，τ副路町'"屯ら指<0

'"梶・.費"屯<0，た" 即量、開祖蝿止量定量圃・ 'ます.

H~' U'生量れたと・ 即値‘回毎骨障圃亙

也市国町村へ転出したと車 即置、園都町保障E

印量司聞惇..憤量、喧場申岨..
国悔申恒摘出日'"噌，.に."血軒坦量" 

-ー骨.~Ð.樟畢a""~ 咽 止 れ晶と、ιうーか4血0t圃H困aaL-e-KO，aEE置植眠aすす-.. 量-豊檀qτ官同置、園保申保障量ι・..  岨且証 "'τ 宣告こ z骨ょう
，・ と歯固‘国植で 壷あとで轟

宝庫.・.費目るよう民屯q止と畠 圃岨量‘圃轟申偉量星司 aM司可 .. 曹圃岨書 LていI:~ ( ζ ，ι担

. 亡I.t.:ta 印E司園骨四面..  

週...直踊直に量当"と書 印量、園樺時保障2ι 句'.，証・

道頓曹..制慣に植ヨL担'"司た 町峰、園偉白保障恒
と・

， 国民健康保険町絡の
ttU・冊‘世橿工、氏包括eflli;直t，../: 印置、掴梶田露..  

届け出は
申 血車'畠唖fや也Eと周畠居直行で輔個骨酎融亘 町置司国嘩申保.. 必ず14日以内に

. ，.下管膚岨た晶、子"掛.市民町H' 町櫨‘.骨骨骨且亙‘直掌証明圃 してくださ L、。
す畠と畠

匝R担..屯(lr.:IJ‘同Hτ"'担
(tl~止と. 町層、檀止'"屯令止国..樹匝.

" 1 舗凶~.. 
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野嗣ー二7日時同胴 二 '" .商大柿

町 ・西大事繭町 ・画大学竜王町 二丁目 砂三条大

開 ・三条'"扇町 砂三条栄町 "三掛川 .三条

絵町 惨三条4ド町 t> =~陸宮崎町 .三集大脇ー~五了"

砂四条大路 、五了 " .四条大崎柳町 ・七条了目

・同酬ー了" .叫胴 砂町町一三ruI・

絵耐台一一四丁目 ・4野野台 ・*安，一~七了" ・大

安寺西三Tll T-..西町 ・.・.. 惨藷匂山 、七

1日 惨帝桜山中町 砂膏篠山商一一五丁目 '・禽...

A .雀穆川西一丁目 ・盲緩北一、三丁目 砂竃鎗元町

ー一回寸目 .霊..丘一ー大了目 砂何千代今 k- -ニ

了目 附蹄.丘一昨日 砂二条大酬、玄了"

'二条町一一三]目 a・東範令町一、三丁目 惨事堂奨今

丘ー二 肉、大了" .疋関町一一ー三丁目 砂百袋週一

~五丁11 "平.-一五丁目 ' ‘ノ点 台→一~~ rμ砂主

義一一五丁目 .ー確一、七 1目 . 瑚量実~!l "三径

一、三す目 ・三世会.丘 ・4 条一~三了目 .ハ条西一~

大了u " 1;;幡町一一三了目 惨若象台一四月

集その他仰区舗での酬の茨し方...~鵬笠間の瞬間

名と土..サ

(例}

じ方と住所の表の届け出
間表示肺時擁している区酬で蜘物を輔し

た旬 改籍恥柵績のため尚入り口を変更する‘合" 工事

が姐判酬に市役所個師盟ヘ届け出て〈だ~"'.

I届円筒に必要なもの】付近見取図 出入りu，械は翠できる

平 祖国届け出暑の酎.

調長住暗号表示盆衝突施区媛内での伎所の表示方法 不鋤磁量

耳て住居表

。
♀♀笠
住居3時号

〈わし"時間 住 居 前 裸 ~

【住居痩宗量制実範鴻みの町名1・秋..月町 砂枚程奪三和

町一二了目 ・.，土.町 ・尼辻時1町 ・尼辻西町 惨

尾辻磯町 ・ aち阜め泡.-~与三丁目 砂あやめ拘1;1Ir--一

六 八了， .大宵町一一一三五七丁目 ・大.西町

砂大白島町 ・笹本町 ・.皿朝日町 砂掌園北 了U

..園両町一~三r目 砂字削録，昆一、三了!! 1>1畳美

少 丘一六HI .. ~唱一一三TU 1>11酬はU
H 時計.!>Ol:JilI>'fj川 3・H 一三丁目 H 条

西ー 二丁目 惨玄条畑一一了日 砂丙大守赤岡町ー

ニア目 ・育大や北町一一四丁目 ・西大寺園児町一二

丁目 州 大守"捌 同 時栄町 ..$'，仲間一

ニ7目 . 酉Jc~'斬旭町 惨智大中級岡町 砂西大ゆ厳町

一 二了u .岡大帯広塚町 砂商M宝.丘 .酉ブピて争 〈札州市役耐民規制醐.文は住居耐震~

" 
舗叫んど 州
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宮
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棄
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皐
回
連
山

市

療

向
民
忠
常

怠
示

a
目

もら必うと開島

同国桝・H時半に市役所正面集合

午後3鈴喉】ろ鯛散予定

制 輔 国 ( ご み 処 醐怨)司刊の

.吐相良講師酬(坦叫で地)

鈎人

生善tWIII窓Lます.

往復"がきに住所氏名(返信矧にも)

与自信性別 電話苔号を書いて 61112 
日までに必着で環境滑喚ム渇('1'631左

p;;r，:j"1I2 同糊lOY'. IU'，!.l歓

に1人限句.多い相・合"油ヨ.t・加斜"

'眠供.

e 

コ ース

定 値

その他

国"し込働

と

老人候痴呆症の予防乞よu進行抑制<身障寄宿{処)の-c
理ならびに身体側..，ニ対する "ハピ Jテーシ ，ンの一環とし

て.司医療法を場入し そのa正な活刷のためド膏肇 医学側面

にわたる知.と礎眼力金・えた事門的樹海宥を養成する"的で

『察良市脅来康法士費成コースjを 重たポラノティアkして

脅司医剣眠法活動金支慢する 『膏獲療法アンスタン ト養成コースJ
，次のと必旬開白隠します.

【圃1融市刊鵬士養成コース附人

タ〆ト餐成コース 若干名

，.随則圃)6 11 5駅周)-6 f!刻，，~

【酎i開会福祉回会i師もし〈は制

I温笥民層積回 1，月 "日体シ"日倒防 刷込.-，陪別途通知します

1・・・網岡1'争与8 月- 't'~9 'f 3 月
1.鵬刷，.料 はだし予.スト.，攻防."自己負担}

1.川倉b1t1f有社会緬祉..・会{曾⑫ 11 1 1) 
募集襲綱を希望する入Il，j'村社会縞..援会6直織またほ隊

送{逗道府として"サイズの封筒6住所氏名'*，て，w
阿肝金制したものを附の】と}でゆ L込んで〈だきも .

音..法γ ンヌ

"1舗ゆJJ!H
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美しい心でみんなのまちをきれいに

空き缶 タバコの吸い綬 ガムはポイ裕ての玉縁。

まちを歩いていると逝路のわきや鴻の中に投げ鎗

てられたり、置き安句仁されているのをよく見か

げます。釜き缶たちもさらわれものになろうと生

まれてきたわけではないのi 。せっか〈美しい

わたしたちの奈良市もこれでは台無しです，歩い

て楽しい そして美しいまちにするためにも 人

ひとりの化掛けが火切です。もし ま色の中でご

みを見かけたら給ってあげるやさ しい心をもちた

いものです。
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